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３学期 始業式
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�
� 9月1日 ２学期始業式

� 9月30日 生徒会役員選挙 新執行部誕生

� 10月1日～市中体連新人大会

� 10月11日～14日 3年生宿泊研修(修学旅行）・2年生職場
体験学習・1年生自然体験学習

� 10月20･21日 2学期中間テスト

� 10月21日 巨大地震津波避難訓練（ビッグ愛6階）

� 11月8日 宮崎幸子さん絵画展･講演会

� 11月9日 持久走大会(東公園周辺道路）

� 11月19日 文化的行事(展示発表・合唱ｺﾝｸｰﾙ）

� 11月30日～12月2日 2学期期末テスト

２学期 学校行事
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�� 市中学総体

陸上競技 1年女子走幅跳 第1位 寺岡晟愛（県大会出場）

第2位 辻岡美咲

1年女子200m 第1位 辻岡美咲（県大会出場）

柔道 55㎏以下級 第3位 福田正侍

81㎏以下級 第2位 福本将太郎（県大会出場）

90㎏以下級 第3位 楠 侑真

90㎏超級 第2位 串野克哉（県大会出場）

剣道 男子団体 第1位（県大会出場）

� 近畿剣道大会 中学生の部（男女混合） 第3位

生徒の活躍（運動部 3位以上）①
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�
�県中学総体

剣道 男子団体 第2位

柔道 90㎏超級 第3位 串野克哉

新体操 個人総合 第3位

フープ・ボール 第3位 桃原 玲

�第1回ｲｰｽﾀﾝｶｯﾌﾟ中学生ｿﾌﾄﾃﾆｽ大会

第2位 奥村心葉・湯川真梨菜

�第2回吉宗ｶｯﾌﾟ（野球部） 準優勝

生徒の活躍（運動部 3位以上）②
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�
�交通安全ﾍﾟｲﾝﾄｺﾝﾃｽﾄ

特別賞（美術部ｽﾏｲﾙ東和・YYY）

�社会を明るくする運動作文ｺﾝﾃｽﾄ

和歌山県保護司会連合会長賞 辻岡華奈

�第70回和歌山県学校美術展 出展 小鳥結加

�紀の国被害者支援ｾﾝﾀｰ主催「命の大切さ」
絵画ｺﾝｸｰﾙ

最優秀賞 有田夏奈、入選 松本鈴乃

生徒の活躍（文化部等）
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�

生徒会役員選挙
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�

3年生 宿泊研修（修学旅行）
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�

2年生 職場体験学習
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�

1年生 自然体験学習
・救急救命講習
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�

津波地震避難訓練
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�

宮崎幸子さん絵画展･講演会
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�

持久走大会
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�

文化的行事（展示発表・合唱ｺﾝｸｰﾙ・
公民館活動展示・朝鮮初中級学校との交流）
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�

文化的行事（展示発表・合唱ｺﾝｸｰﾙ・
公民館活動展示・朝鮮初中級学校との交流）
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�

特別非常勤講師出前授業
（地域の人材ボランティア）

同和特設授業 12.12
（3年生 坂東恵子氏 ）

性教育特設授業 12.20
（2･3年生 有馬美保氏）
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�

情報モラル教室 12.22
（市少年センター 神谷禎之氏）
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�

全国学力･学習状況調査結果①

教科調査結果 教科調査の分析

�国語・数学に共通して
いる課題は，根拠をも
とに自分の考えを書い
たり人に伝えることと
言えます。

�この分析を今後の授業
づくりに生かしていき
たいと考えます。
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�

全国学力･学習状況調査結果②

質問紙調査結果（取組の成果）
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とは得意ですか
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�

全国学力･学習状況調査結果③

質問紙調査結果（本校の課題）
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�

全国学力･学習状況調査結果を受けて

�本校では学校を挙げて，「朝の読書活動」，「宿題の取組」，
「学び合いの授業づくり」をすすめています。「朝の読書活
動」についてはその成果が表れていますが，今後も前向きに
読書に取り組む生徒の割合を高めていきたいと考えます。ま
た，「宿題の取組」を家庭学習の習慣化につながる取組にし
ていく方策も検討していきます。

� 家庭学習については「携帯・スマホ，テレビ等」との関連が

大きく影響しています。「携帯・スマホ」については学校に
おける情報モラル教育等を充実させるとともに，家庭内の
ルール（利用目的・利用時間・利用場所）を作り，守ること
をより一層啓発していかなければなりません。
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�
�「授業づくり」については，今後も「学び合いの授
業づくり」をすすめていき，校内研修や研究授業・
研究協議会等を通して学校全体で生徒が主体的・協
働的に学ぶ学習（アクティブ・ラーニング）の充実
をすすめることにより教師主導の一斉的な指導から
主体的・協働的な学びへの学び方の転換を図ってい
きたいと考えています。「学び続ける子は崩れな
い」と言います。この取組をすすめることが本校の
課題解決の一助になると確信しています。

全国学力･学習状況調査結果を受けて
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�

きのくに学力定着フォローアップ事業
9/29 1年社会 辻本雄祐先生

� 本校では、授業改善・学校
改革として、授業を『教え
る』から『学び取らせる』
に、生徒の姿を受動的な姿
勢から主体的な姿勢に変え
るため「学び合いの授業づ
くり」に取り組んでいます。

� そのために従来の教師主導
の一斉授業から、男女４人
一組のグループ学習を取り
入れることで、生徒相互に
聴き合える関係を作り、わ
からない子が「ねぇ、ここ
どうするの？」という問い
を発することができるよう
にした授業のスタイルへ転
換を図っています。
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�

初任者研修研究授業 10/27 1年技術
楠本裕明先生
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�
�陸上競技 長距離走

�２０００ｍ、駅伝に向けてめあてにあった練習

（グループ別に発表ボードの活用）

�グループで励まし教え合いながら記録に挑戦

�グループ学習の効果

�歩く人、サボる人はいない

�個々のタイム向上のためにグループ内でアドバイス

�誰もが熱中する授業

きのくに学力定着フォローアップ事業
11/7 1年保体 伊丹太輔先生

24
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�

学び合いの授業づくり 公開授業 11/11
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�

学び合いの授業づくり 公開研究授業
2年 国語 11/11 江田太郎先生

� 授業では、「扇の的～平家物語」
の範読により、登場人物の位置を
読み取らすために生徒一人一人が
教科書の大事な箇所に線を引くこ
とから始まりました。

� その後、グループ形態になり、読
み取ったことを一人一人がプリン
トにまとめ、それをグループの中
でホワイトボードにまとめていく、
そしてそれを発表する、と授業が
展開していきました。

� 「まずは独りで考えよう」、「教
科書を根拠にして自分の考えをま
とめよう」、「わからなかったら
グループで考えよう」など適切な
指示があり、生徒の学び合いが成
立した授業となりました。
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�

きのくに学力定着フォローアップ事業
11/28 2年数学 山本 翔 先生

� 授業のはじめには、手を
挙げて、「先生、先生」
と授業者に教えてもらお
うとする生徒が何人もい
ましたが、授業者が、
「わからなかったらグ
ループの人に訊こう」と
返すことで、生徒相互の
「聴き合える関係」が構
築され、「静かな学び」、
「対話的・主体的な学
び」が展開されていきま
した。
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�

次期学習指導要領改訂に向けての取組

�国は、本年度中に学習指
導要領を改訂し、2020年

から順次実施していくこ
とになっています。

�次期学習指導要領では、
何を学ぶかに加え、主体
的・対話的で深い学びの
実現というアクティブ
ラーニングの視点が盛り
込まれます。
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�

学びの共同体のヴィジョン
とアクティブラーニング

� 「アクティブ・ラーニング」とい
う言葉をよく耳にしますが、決し
てグループ内での活発な討議や発
表を指すものではありません。

� ①対話的・②主体的で③深い学び、
の三つが「アクティブ・ラーニン
グ」の視点なのです。

� 見た目が「活発な学び」ではなく
て、頭で考える「静かな学び」な
のです。そのために、わからない
ことを放っておかないで、グルー
プの仲間に訊ける環境を作ること
が大切なのです。

� すべての子どもの学ぶ権利を
保障する

� すべての子どもが一人残らず
学びに参加させる

� 教師全員が互いに学び合い、
教育の専門家として成長する

� どの生徒も一人にしない…子
ども同士がつながる

� どの教師も一人にしない…先

生同士がつながる（同僚性が
生まれる）
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�

高大接続（大学入試が変わる）
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�
� 文部科学省は現行の大学入試センター
試験に代えて20年度に始める新共通テ

ストで短文形式と長文形式の記述式を
課す方針で、国立大の受験生は新共通
テストか2次試験のいずれかで必ず長文
の記述式を解くことになりそうだ。

12月9日付け 毎日新聞 記事より
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�

第6回「きのくに学力フォローアップ事業」
（１年数学 提案授業 見矢龍真先生）!!
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�

防犯啓発活動（生徒会）12.7
（東署管内9校 JR和歌山駅）
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�
�子どもは明るく元気な学校（学級）を求めて
いない。

�安心して学べる学校（学級）を求めているの
です。

�「学び合いの意味」を理解しルールを守り
「学ぶ」こと。

�一人残らず学びに参加できる学校にしよう。

３学期 東和の生徒が大きく成長するために

34

�
�「本」を通して人の知恵をステップにして大きく
ジャンプできる。

�「読書」により「考える」ためのベースを作ろう。

�自分で「納得」するまでは「わかったふり」をしな
いで「考え」続けよう。

�スマートフォン等の利用は最低限度に控えること。

「読書する」「考える」
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�
�毎朝、自分の読む本を自己選択し、教師から
の課題ではなく自己決定した本を自分の責任
で一定時間読むという学習活動は、他の教育
活動には見られない取組である。

�一人ではできないことも「みんなでやる」と
いう集団の力により、無理なく達成できると
いう側面がある。

�誰もが取り組める時間設定により、「毎日や
る」ことで読書習慣の形成を図ることができ
る。

朝の読書活動について（確認事項）
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